
コロ
ーー
コン

十
弓
シ

今
石
助
五
郎
丸
と
記
し
、
そ
の
散
に
限
布
な
り
と
あ

る
も
の
是
で
あ
る
。

コ
ロ
モ
ガ
ハ
衣
川

胆
品
川
仰
能
符
品
川
山
崎
川
に
あ

る
幅
三
米
許
の
川
を
い
ふ
。

別
聞
か
ら
出
で
、
旅
程

二
粁
倣
。

ゴ
ン
ヱ

言
富
山

コ
ン
カ
イ
モ
ノ
ガ
タ
リ

ロ
ク
四
不
別
品
目
。

コ
ン
ケ
ン
テ
キ
シ
ヤ

混
見
摘
寓

二
1
加
。
吉

川
守
向
著
。
総
出
・
限
院
・徳
川・

前
山
そ
の
他
続
出
仰

の
武
市
中
・奇
談
・古
人
の
一
昨
諭
等
を
紘
せ
、
加
越
能
市

職
場
の
諒
釘
も
多
く
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
若
者
が
安
永

四
年
ま
で
三
十
一均
年
間
に
料
紙
し
た
も
の
で
あ
る
。

ゴ
ン
ゲ
ン
ド
ウ

権
現
堂

l
ヲ
サ
キ
ジ

y
ジ
ヤ

問
団
的
榊
枇
。

ゴ
ン
ゲ
ン
ド
ウ
ノ
カ
ネ

権
現
堂
の
鐙

J
ト
キ

ガ
ネ
時
節
。

ゴ
ン
ゲ
ン
ド
ウ
ベ
ッ
ト
ウ
ヤ
シ
キ

権
現
望
別
岱

屋
敷

J
ジ
y

f
ジ
剖
抑
制
山
寺
。

ゴ
ン
ゲ
ン
ド
ウ
マ
ル

権
現
堂
丸

金
開
城
内
北
J

丸
の
地
に
東
照
宮
枇
を
置
い
た
か
ら
、
そ
の
後
北

九
を
総
務
蛍
一
丸
と
い
ふ
こ
と
も
あ
っ
た
。
閉
山
本
夜
語

録
に
、
附
出
利
協
の
時
、
臨
h
M
械
校
間
町
に
同
国
般
を

賜
は
り
居
住
し
た
頃
、
制
仙
羽
堂
丸
の
う
し
ろ
の
松
木

を
二
三
本
野
節
し
た
い
と
願
う
た
こ
と
が
見
え
る
。

ゴ
ン
ゲ
ン
ノ
オ
イ
ケ

纏
現
の
御
池

白
山
の
市
，

細川
口
都
営
怖
に
在
る
。
越
前
名
蹴
考
に、
『
茂
生
谷
の

上
、
左
の
方
に
風
穴
あ
り
。
之
を
殺
り
て
訟
の
右
に

池
あ
り
。
抑
制
視
の
御
池
と
い
ふ
。
水
の
色
赤
く
見
ゆ

れ
ど
も
、
人
め
は
的
し
。
此
他
に
て
、
ひ
ね
り
を
搾

ぷ
と
て
、
か
う
よ
り
を
入
て
、
浮
沈
に
て
耶
の
よ
し

あ
し
を
占
ふ
と
い
ふ
。
』
と
あ
る
。
今
の
股
ヶ
池
の
こ

と
で
あ
ら
う
。

諮
心
。

今
怪
物
語

J
レ
y
y
y

l
-
Y
フ
ゴ

ゴ
ン
ゲ
ン
マ
ツ
リ

権
現
祭

町
出
品
祁
“
石
助
山
(郎

官
前
名
〉
の
内
な
る
焼
隠
の
い出
民
は
、
向
山
内
叫
智
津
石

縦
割
の
凶
器
{
に
山
笹
野
し
、
捻
を
休
む
を
畑
山
裂
祭
と
い

ひ
、
今
八
足
二
十
日
に
於
い
て
す
る
。
鵬
首
諒
石
椴
到

は
、
出
用
制
天
皇
の
息
子
器
卸
別
命
で
、
そ
の
邑
民
が

こ
れ
に
陥
う
て
此
の
地
に
来
た
も
の
だ
と
口
仰
し
て

居
る
。ゴ
ン
ゲ
ン
モ
リ

権
現
森
河
北
郡
畑
出
総
紡
地
内

な
る
小
出
訓
副
の
笛
枇
地
附
近
に
あ
る
森
林
を
い

ふ
。
小
節
制
批
は
一
に
担
…
旅
防
徽
引
と
も
言
は
れ
た

か
ら
で
あ
る
。
砂
仔
の
一
品
さ
五
三
米
。

コ
ン
ゴ
ウ
ザ
キ

金
剛
岬

珠
洲
端
山
伏
山
の
東

側
怖
に
あ
っ
て
、
脱
出
批
の
尚
さ
五
一
北
米
、
長
さ
二

O
O

米
許
。
箆
氷
一
苅
年

一
関
記
に
、『
舟
見
惜
の
火
焔
は
、

山
伏
山
の
総
則
金
剛
叫
の
上
に
あ
り
。
』
と
見
え
、
叉

文
化
六
年
制
方
自
上
に
、『
山
伏
山
市
続
小
屋
、
諸
勉

船
見
山
市
の
お
、
=
一
月
よ
0
九
月
迄
夜
中
川
川
被
仰
利
。
』

と
あ
る
。
コ
ン
ゴ
ウ
ジ

金
剛
寺

金
抑
呆
寺
町
に
在
っ
て
、

永
池
山
と
刷
出
し
、
山
州
国
間
に
邸
す
る
。
天
正
年
中
魁

等
之
を
越
中
可
山
山
町
老
坂
に
加
盟
'M
L
、
盟
長
L
l

二
年

間
川

一J
舵
訟
に
移
川
押
し
、
後
凱
地
に
移
っ
た
と
い

ふ
。
一
，
阪
は
大
慌
の
こ
と
で
あ
る
。

コ
ン
ゴ
ウ
ジ

金

剛

寺

金
抑
久
保
市
乙
印
刷
紳
枇

に
印刷し
た
提
言
宗
の
加
治
で
、
久
保
市
山
法
佐
坊
金

剛
寺
と
い
う
た
。
殴
長
六
年
利
滋
と
共
に
新
聞
か
ら

卯
辰
山
に
務
さ
れ
、
従
来
坊
の
向
か
ひ
民
卑
坊
の
隣

地
に
日
た
。
元
松
三
年
の
草
陀
州
諸
に
、『
卯
反
金
剛
密

寺
は
磁
伽
最
上
一
米
の
践
掘
に
し
て
、
乙
剣
大
明
訓
翠

跡
の
地
な
。
。
木
地
は
不
動
明
王
な
り
と
か
や
。
』
と

い
ふ
も
の
口躍
で
あ
る
。
明
治
苅
年
制
仰
混
荷
禁
止
の

後
、
法
住
坊
は
復
御
し
て
久
保
市
金
悟
と
い
ひ
、
一岬

胞
と
り
、
次
い
で
街
地
新
町
に
復
し
た
。

コ
ン
ゴ
ウ
ジ

金
剛
寺

金
棒
の
問
端
、
石
川
郡

泉
野
新
の
地
内
に
底
た
富
山
一阪の
山
伏
で
あ
る
。
金

剛
寺
闘
来
記
に
、
元
組
三
位
坊
は
能
奨
純
金
剛
守
村

に
居
た
が
、
寛
永
十
二
年

石
川
郡
泉
野
欠
，
上
新
村

領
へ
引
移
っ
た
。
そ
の
後
間
世
安
の
頃
岡
村
伊
右
衛
門

と
い
ふ
者
が
榊
明
宮
を
初
詣
し
た
お
そ
の
別
措
と

な
り
、
社
務
を
勤
め
て
来
た
と
あ
る
。

山
伏
金
剛
寺

は
明
治
元
年
利
仰
沼
稲
禁
止
の
後
復
飾
し
、
副
抑
制
は

今
闘
野
紳
祉
に
な
っ
た
。

コ
ン
ゴ
ウ
ジ

金
制
寺

能
楽
紛
山
上
郷
に
邸
す

る
部
稿
。
滋
涼
軒
目
録
長
政
二
年
八
且
四
日
の
僚
に
、

『
南
都
徳
雲
院
内
貿
諸
肝
不
知
行
加
賀
凶
和
銅
保
金

剛
寺
村
内
割
拠
三
入
逝
跡
、
嘉
吉
元
年
十
』
金
剛
院

抑
領
一
苫

々
。』な
ど
L
見
え
る
。
叉
間
宮
長
融
三
年
九

且
刊
入
日
に
は

『
裂
州
都
昌
寺
領
金
剛
寺
村
之
原
、

代
々
御
刊
誌
知
行
之
尚
、
白
金
剛
寺
巡
乱
之
問
披
銭

之一
E

々
。
』
と
あ
っ
て
、
金
剛
寺
が
あ
っ
た
お
に
起
っ

た
村
名
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

コ
ン
ゴ
ウ
ジ

金
剛
寺

も
と
羽
咋
郡
子
捕
に
在

っ
て
天
台
宗
で
あ
っ
た
が
、
後
賞
寺
で
零
古
川
し
た

局
、
珠
洲
郡
大
屋
な
る
楽
師
の
古
跡
に
、
金
剛
寺
再

興
を
企
て
、
明
脳
二
年
一
点
龍
寺
隠
居
快
一
軍
が
人
寺
し

た
が
、
正
保
四
年
古
典
の
寺
院
を
然
止
せ
ら
れ
た
を

以
て
退
将
し
た
。

コ
ン
ゴ
ウ
ジ
コ
ウ
マ
ツ

金
剛
寺
幸
松

天
文
末

年
頃
の
人
で
、
能
実
却
問
村
の
服
Z
Z
磁
山
城
に
応
た

と
い
ふ
。

ゴ
ン
ゴ
ロ
ウ
ノ
ミ
ヤ

権
五
郎
の
宮

民
主
郡
谷

内
の
小
字
打
越
に
在
っ
た
。
能
登
誌
に、
『
此
訂
越
村

は
昔
は
一
村
な
り
し
か
ど
、
今
は
谷
内
村
の
内
と
な

れ
り
。
此
所
に
奥
兵
衛
と
い
ふ
百
姓
ぁ
。
。
郡
家
に

て
鎌
倉
徽
五
郎
摂
政
の
筒
認
と
い
ひ
似
へ
り
。
』
と
見

え
る
、
そ
の
品
開
政
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

三
二
四

ゴ
ン
シ
チ
ガ
ツ
ジ

櫨
七
o
辻

金
搾
片
川
か
ら

竪
町
へ
入
る
四
ァ辻
を
、
昔
は
椛
七
ヶ
辻
と
呼
ん
だ
。

酢
屋
の
械
七
と
い
ふ
者
此
の
辻
に
間
伐
し
た
川
崎
と
い

ふ
O

後
に
呼
び
諮
っ
て
五
七

4
Uと
抑
制
し
た
が
、
今

は
そ
の
名
が
な
い
。
部
屋
般
七
は
医
長
六
年
前
問
刺

前
夫
人
の
来
録
し
た
問
、
江
戸
か
ら
随
従
し
た
も
の

で
あ
る
。

ゴ
ン
ジ
ヤ
ヲ

言
若
邸
主
都
合
胤
の
散
村
。

言

尺
と
も
椴
舎
と
も
告
〈
。
阿
部
判
官
義
宗
の
文
部
と

い
ふ
も
の
は
地
関
の
m
V
織
の
お
俗
世
し
た
も
の
と
思

は
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
に
お
か
れ
た
地
名
は
釘
際
で

あ
り
、
今
も
『
こ
ん
じ
ゃ
く
の
ご

b
ん
石
』
と
い
よ
も

の
が
符
す
る
。

コ
ン
ジ
ヤ
h
y
モ
ノ
ガ
生
リ

今
昔
物
語
今
昔
物

的
は
、後
冷
泉
・後
三
係
慌
の
治
附
を
強
年
と
し
た
政

隆
附
の
一
桔
と
い
は
れ
、
後
人
亦
甚
だ
し
く
補
足
し
た

で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
が
、出
世
す
る
に
隆
州
以
後
甚

だ
法
く
な
い
時
代
に
成
っ
た
・
も
の
で
あ
ら
う
。
木
町
u

に
縦
せ
る
物
耐
の
中
に
は
能
殺
凶
悶
一
主
孫
判
官
ν
締
結
、

能
回
目
問
調
v

銭
占
有
行
=佐
渡
凶
-
抑
制
ν
金
制
、
能
積
凶
山
地

寝
屋
問
、
加
白
川
附
祁
=
蛇
刷出
-
n
M
行
人
助
ν
蛇
住
v
h
州制山

が
あ
り
、
文
時
四
闘
今
昔
物
的
に
は
能
駕
司
伏
--
庇
心

思
w

凶相官
ν
山川
削
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
鴎
主
係
の
物
掛

か
ら
換
骨
脱
胎
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
昔
物
慌
の
記

す
る
加
は
、
頗
る
慌
奇
を
臨
閉
め
て
ゐ
る
や
う
に
見
え

る
が
、
そ
の
巾
か
ら
常
時
の
川
相
を
つ
か
む
こ
と
が

で
き
る
。
附
司
に
食
裂
の
従
の
多
か
っ
た
こ
と
、
臥

末
比
古
訓
粧
が
悦
に
諮
れ
た
大
枇
で
、
之
に
奉
仕
す

る
榊
臓
が
包
有
で
あ
っ
た
こ
と
、
七
つ
応

・
納
白
川
ぬ

が
北
海
の
好
抑
制
婦
と
し
て
、
抑
夫
の
注
円
を
お
く
加

で
あ
っ
た
こ
と
等
が
そ
れ
で
あ
る
。
能
官
の
物
訴
の

多
い
の
は
、
路
上
の
交
泊
に
よ
っ
て
上
凶
に
併
問
せ

ら
れ
る
機
合
が
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
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